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　2015 年 に 国 連 で 採 択 さ れ た「 持 続 可 能 な 開 発 目 標
（SDGs）」は、今後の世界のビジョンを示し、経済活動を大
きく変えていく「道しるべ」となっています。
　SDGs は国連加盟 193 か国が 2016 年～ 2030 年の 15 年
間で達成するために掲げた目標です。17 の大きな目標と、
それらを達成するための具体的な 169 のターゲットで構成
されています。
　日本では、「持続可能な開発目標（SDGs）推進本部」（本
部長：内閣総理大臣）が 2016 年 5 月に設置されました。同
年 12 月には、「SDGs 実施指針」が策定され、国が民間企
業も含めたあらゆるステークホルダーの取組を後押しするこ
とが示されています。
　産業界でも SDGs を受け止めた動きが始まっています。日本経済団体連合会では、2017 年 11
月に、会員企業に向けた行動指針「企業行動憲章」に SDGs の理念を取り入れた改定を行いまし
た。改定の主なポイントは、SDGs に示されている社会的課題の解決に企業も積極的に取り組む
ことを促していることであり、会員企業が自社だけでなく多様な組織との協働を通じて、持続可
能社会の実現に向けて行動することを推奨しています。
　SDGs の目標 14 は、「海の豊かさを守ろう」です。具体的には「持続可能な開発のために海洋
･ 海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する」とされています。とりわけ海洋プラステックご
みの問題などは喫緊の課題です。
　つり環境ビジョンコンセプトに基づく LOVE BLUE 事業が進めてきた取り組みは、2018 年度
もこれまでの実績を基に、政府主催行事への参加や全国豊かな海づくり大会への参画など、積極
的な活動を展開してきました。今後は SDGs への貢献の意義も含めてますますその役割の重要性
が増していくと思われます。これからの活動に一層の期待を寄せています。

京都大学名誉教授
松下和夫

2018

SDGs（持続可能な開発目標）と LOVE BLUE 事業
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私たちの考える「LOVE BLUE ～地球の未来を～」とは、持続
可能な釣り環境を構築するために、釣りにかかわるのすべての
人々が、共通の想いをもって発信する未来に向けた理念です。海
や川に囲まれ、水に恵まれた国、日本。日本の釣り文化は、世界
的に見ても群を抜いて高度であり、とても魅力的です。だからこ
そ私たちは、「釣りで自然を汚さない」から「釣りが自然を再生
させる一助になる」ように環境への意識をさらに高め、世界に誇
る「水辺の環境保全」を志向する社会貢献事業の実施を目指して
まいりたいと考えています。

「LOVE BLUE ～地球の未来を～」をスローガンに、まずは、「環
境保全」と「資源回復」を両軸に、「水辺をキレイに」「サカナを
増やそう」「フィールドを広げよう」を３つの優先事項とし活動
してまいります。

つり環境ビジョンコンセプトに基づく
LOVE BLUE 事業

～活動理念～

055

Ⅳ2018 年度事業報告書

(6) 運営経費支出
LOVE BLUE 人件費支出 18,473,277 20,158,862
環境・美化シール印刷費支出 350,000 345,600
旅費交通費支出 7,000,000 2,644,740
通信運搬費支出 1,200,000 658,262
資料作成費支出 2,500,000 2,406,391
宣伝費支出 15,000,000 5,290,360
租税公課支出 3,000,000 8,453,080
会議費支出 400,000 102,400
支払手数料支出 100,000 33,264
振込手数料支出 50,000 108,216
諸謝金支出 200,000 0
消耗品費支出 300,000 42,260
雑支出 100,000 607,855

運営経費支出計 48,673,277 40,851,290
事業活動費支出合計 258,673,277 202,482,337

事業費比率 105.8% 80.1%
事業活動収支差額 △ 14,273,277 50,252,333

Ⅱ   振替経費支出
振替人件費支出 2,608,034 1,410,466
その他一般管理費支出 2,198,236 2,314,089
租税公課支出 0 0
支払利息支出 0 0
F 会館維持管理費支出 190,000 106,483
修繕費支出 0 0
法人税等 0 0

振替経費支出計 4,996,270 3,831,038
【投資活動収支の部】
(1) 投資活動収入

投資活動支出計 0 0
(2) 投資活動支出
　特定預金取得　支出 475,036 594,778
　　退職給付引当預金取得支出 475,036 594,778
　固定資産取得　支出 200,000 0
　　商標権取得　支出 200,000 0

投資活動支出計 675,036 594,778
投資活動収支差額 △ 675,036 △ 594,778

当期収支差額 △ 19,944,583 45,826,517
LOVE BLUE 事業前期繰越収支差額 83,724,821 83,724,821

次期繰越収支差額 63,780,238 129,551,338
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Ⅰ ์ྲྀࣜయ

Japan Fishing Show 2019 in YOKOHAMA  にて放流式典を開催

ジϟύンフΟッγンά　　γョーの会場であるਆಸ川県ԣ市のύγフΟコԣにྡするྟ港ύーク及び、本海ͮりࢪઃに、合ܭ 5000 ඌのΧサΰを์ྲྀしました。

　2019 年のジϟύンフΟッγンάγョーでは、釣りք全体で取り組む LOVE BLUE
事業を広く一ൠにごհするため、（一社）日本釣用品工業会 島野容三 会長ฒびに（公
財）日本釣ৼڵ会 ∁ٶढ़ఘ 会長をはじめご来ෂの皆様やະ来を୲うڙࢠたちとڞに、
์ྲྀࣜయを実ࢪகしました。

P04_05_บހ-190417.indd   4 19.7.5   7:41:50 PM
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Ⅰ์ྲྀࣜయ

Japan Fishing Show 2019 in YOKOHAMA  にて放流式典を開催

ジϟύンフΟッγンά　　γョーの会場であるਆಸ川県ԣ市のύγフΟコԣにྡするྟ港ύーク及び、本海ͮりࢪઃに、合ܭ 5000 ඌのΧサΰを์ྲྀしました。
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Ⅰ （一社）日本釣用品工業会　2018 年度事業ใࠂ

Ⅰ

（一社）日本釣用品工業会　2018年度事業報告
ɾ-07&�#-6&�501*$4

ɾਫதਗ਼

ɾڠۀاۚجڥٿಇϓϩδΣΫτ�-07&�#-6&ॿ

ɾઐؔػͱ࿈ྲྀ์ͨ͠ܞ

ɾਫ࢈ிޙԉ�ਫ໘Γ֦େۀࣄ（ϫΧαΪ）
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ⅠLOVE BLUE TOPICS

ओ催ʮւͷࣄߦʠւͱຊϓϩδΣΫτʡʯ
૯߹開ձ式にਖ਼式ট

　 社 会 貢 献 事 業 と し て ਐ め る LOVE 
BLUE 事業として、「海の日」を記೦す
る行事ʠ海と日本プロジェクトʡのࣜయ・
ॕլ会へ、当工業会がটを頂きました。
　主催者である内ֳ総合海༸政策本部
や国土ަ通省、（公財）日本財団からのѫ
があり、小島忠雄ࡰ LOVE BLUE 委員
長らが出੮。国土ަ通省海事行政関係者
や政関係者の皆様へ、今ޙの関係ੑの
ਂ化をਤる為、本事業の事業ใࠂを行っ
て参りました。

左から　内ֳ総合海༸政策ਪਐ事務局　羽生一局長（当時）、
　　　　国土ަ通省海事局　ו生ಞ実局長（当時）、
　　　　小島忠雄 LOVE BLUE 委員長、
　　　　国土ަ通省　大臣官ٕज़৹ٞ官（当時）。

Ⅰ

（一社）日本釣用品工業会　2018年度事業報告
ɾ-07&�#-6&�501*$4

ɾਫதਗ਼

ɾڠۀاۚجڥٿಇϓϩδΣΫτ�-07&�#-6&ॿ

ɾઐؔػͱ࿈ྲྀ์ͨ͠ܞ

ɾਫ࢈ிޙԉ�ਫ໘Γ֦େۀࣄ（ϫΧαΪ）
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Ⅰ LOVE BLUE TOPICS

201�年度よりܧଓするբϲӜやᔾপを始めとした県下での水中クリーンアップ活動
や内水໘釣場֦大（ϫΧサΪ）でのբϲӜړ業協同組合の࠾、第17ճੈքބপ会ٞ

（բϲӜ）における連携等についてใࠂ及び御礼の訪問。事からは「環境保全への取
り組み、素晴らしいです。ҵ県の為に、本当にありがとうございますʂ」とお礼の
。りましたࣀ༿をݴ

第 17 ճੈքބপ会ٞ（いばらきբϲӜ 2018：10�15ʙ10�19）の開催を前に、釣り
քが取り組む、LOVE BLUE 事業へのご理解とご協力の御礼と、ੈքބপ会ٞでの
LOVE BLUE 事業の活動ใࠂの機会を頂いたこと、ฒびに今ޙ一層、ҵ県内での
LOVE BLUE 事業のਪਐをおえするため、（一社）日本釣用品工業会の代表が、大
Ҫ川和 ҵ県事へ表敬訪問கしました。

左から、֟প清ӳ 理事、加౻࢘ 副会長、島野容三 会長、大Ҫ川和 事、大村一仁 副会長、小島忠雄 顧問。

େҪ ҵݝࣄ දܟ๚

P08-09_׃ඔ_190701.indd   8 19.7.5   7:44:37 PM
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ⅠLOVE BLUE TOPICS

島野容三 会長から「おӄ様で、201� 年
の事業開始から今年度まで、釣り人や釣
用品メーΧー等のご協力をಘて、自主財
源で取り組む、LOVE BLUE 事業は、ҵ
県下でも、ܭ 5� 日間、全国では 700
日Ҏ上の水中クリーンアップ活動を実ࢪ
させて頂き、その間、清掃活動の場を頂
いたҵொのᔾপは、ラϜサーϧొ
࣪地となり、また、各地のړ業者のํ
や、各自治体の市長からも、感謝の声を
お寄せいただけるようになりました」と
の御礼とごใࠂがあり、このଞに、大村
一仁 副会長、加౻࢘ 副会長、小島忠
雄 顧問からも、第 17 ճੈքބপ会ٞへ
の御礼や、水࢈庁ޙ援 内水໘釣り場֦
大事業（ϫΧサΪ）に関するごใࠂなど
もありました。

これをडけ、大Ҫ川和 事からは、
「社会貢献事業として取り組まれている、
LOVE BLUE 事業、水中クリーンアッ

プ活動、本当にありがとうございます。
素晴らしい事業ですʂ　Ҿきଓきٓしく
おئいします。」との御礼のおݴ༿をい
ただきました。さらに、բϲӜの水࣭ড়
化や地Ҭࡁܦのൃ展など様々なで、
ऴ始和やかな࠙ஊの場となりました。

また、表敬訪問の前ޙで、ҵ県林水
、՝、ฒびにڵৼ࢈政՝、同部水ړ部࢈
ҵ県県ຽ生活環境部環境対策՝へも御
礼のごѫࡰに伺い、各՝長より LOVE 
BLUE 事業への御礼のおݴ༿をいただき
ましたʂ

大井川和彦 茨城県知事 表敬訪問
出席：島野容三 会長 /大村一仁 副会長 /

 加藤誠司 副会長 /小島忠雄 顧問 /柿沼清英 理事
2018年9月28日（金）　茨城県庁

P08-09_׃ඔ_190701.indd   9 19.7.5   7:47:05 PM
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Ⅰ LOVE BLUE TOPICS

事業開始より̒年間、ҵ県下で、県・市ொ村から要望をいただきながら、水中クリー
ンアップ活動を実ࢪ、ラϜサーϧొ࣪地となったᔾপ（ひ͵ま）へもొ前か
ら同活動を地ݩ関係団体と連携しながら実ࢪしてきたことをഎܠに、「բϲӜはもとよ
り日本のބপ環境保ޢへ取り組む団体としてଘࡏ感を示す。」

「第17ճੈքބপ会ٞいばらきբϲӜ 2018」において、水辺の環境保全活動として、
LOVE BLUE 事業をൃ表させていただく機会をࣀり、小島忠雄 LOVE BLUE 委員長
がߨԋகしました。

小島忠雄　LOVE BLUE 委員長「ҵ県下では、県や市ொ村、団体、ړ業関係者等
と連携しながら、բϲӜやӜ、ᔾপ、ڇ久প等で、̒Օ年ྦྷܭ � ̔市ொ村 �20 Օ所
�5� 日間の水中クリーンアップ活動を実ࢪしてまいりました。ご関係の皆様には、私
ୡに活༂の場を与えていただき、大変感謝しております」とのごใࠂを、ご来場の皆
様へいただきました。

-O7& #-6& ۀࣄ 
ਫதΫϦʔϯΞοϓ׆ಈ

ʮୈ1�ճੈքބপձٞ ͍Β͖բϲӜ201�ʯͱͷ࿈ܞ

P10-11_࣬ШࡎЕԂ_190701.indd   10 19.7.5   7:47:48 PM
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ⅠLOVE BLUE TOPICS

ੈքބপ会ٞの会期中、ҵ県土Ӝ市
の土Ӝ港において、ੈք中からूまっ
た環境活動ϔ取り組むڀݚ者の皆様に、
LOVE BLUE 水中クリーンアップ活動を
ごཡいただきました。

１）2018年10月13日（土）
第17回世界湖沼会議 サテライトつちうら
բϲӜの水࣭ড়化に取り組む関係団体の活
動ൃ表 LOVE BLUE 事業の活動ใ10）ࠂ
間）やੈքބপ会ٞの記೦ࢽへ活動ใࠂ
内容をࡌܝ。

２）2018年10月17日（水）
第17回世界湖沼会議 エクスカーション
ੈքބপ会ٞ参加者のࢹ地である「ބ水
直ড়化ࢪઃ（土Ӝ市土Ӝ港）」で水中クリー
ンアップ活動を実ࢪさせていただき、LOVE 
BLUE 事業を広くհした。

ୈ1�ճੈքބপձٞ
ʢ͍Β͖բϲӜ 201�ʣͷࢀը

2018年10月15日（月）～10月19日（金）　会場：つくば国際会議場他

P10-11_࣬ШࡎЕԂ_190701.indd   11 19.7.5   7:47:54 PM
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Ⅰ LOVE BLUE TOPICS

LOVE BLUE 事業は、毎年環境の日（6 月５日）の近辺の土曜日及び日曜日に東京都渋谷区の代々木公
園にて、環境省が主催する、エコライフ・フェアに 2015 年から毎年出展しています。環境への関心の
高い来場者や、環境保全に取り組む企業や団体の皆様へ水辺の環境保全を志向する LOVE BLUE 事業
が取り組む、社会貢献活動の PR を行い、また関係を構築しています。
本年度は、「つりの楽しさが広がることで水辺環境の向上につながります」をテーマに、これまでの社
会貢献活動としての実績を PR しました。

丸川環境大臣（当時）に環境への取り組みのメッセージを残して頂き
ました。（2016 年）／中央：丸川珠代 環境大臣（当時）　左：大村一
仁 当工業会 副会長　右：小島忠雄 当工業会 顧問

渡嘉敷環境副大臣に LOVE BLUE 事業の説明を行いま
した。（2018 年）

লओ催ɹΤίϥΠϑɾϑΣΞにग़లڥ

2016年5月19日、G7 伊勢志摩サミットまであと 7 日となった、三重
県鳥羽市・鳥羽市役所本庁舎内、鳥羽市長室へ、島野容三会長が表敬
訪問しました。

G7 伊勢志摩サミットへ連なる LOVE BLUE 事業の「格」
島野会長（以下会長）：サミット前の大変お忙しい時期にお時間を
頂きありがとうございます。
あらためまして、市長直々のお声かけで、鳥羽港の清掃の機会を頂戴し、さらには、G7 伊勢志摩サ
ミットへのおもてなし大作戦に加えて頂くことができまして、我々といたしましては、これまで LOVE 
BLUE 事業として取り組んで参りました社会貢献活動に、ひとつの大きな「格」をつけて頂くことにな
りました。これまでのご配慮に心から御礼を申し上げます。

釣りに対するイメージが大きく変わる
木田市長（以下市長）：こちらから御礼のごあいさつに伺うべきと
ころ、鳥羽市へお運び頂き、ありがとうございます。鳥羽は海女と
真珠のふるさとです。私たちが大切にしている海をきれいにして頂
いていることに心から感謝申し上げます。
市長：多くの企業が志を同じくして参加されていることが本当に素
晴らしい。釣りに対するイメージが大きく変わってくると思います。

鳥羽市 木田久主一市長と

木田久主一 鳥羽市長を
島野容三会長が表敬訪問
2016年 5月19日（木）10：00～　三重県鳥羽市役所市長室

P12-13_優先三事業_190701.indd   12 19.7.5   7:48:47 PM



釣
用
品
工
業
会
_
事
業
報
告
書
2
0
1
8

デ
ー
タ
作
成
日
：
1
9
/0
7
/0
1
　
S
E-1
7

013

ⅠLOVE BLUE TOPICS

　参加企業の皆様のご理解とご協力、そして釣り人の
皆様一人一人の力を合わせて展開する LOVE BLUE 事
業は、2015 年度、新たに本事業の一環として、独立行
政法人環境再生保全機構と連携し、同機構による「地
球環境基金　企業協働プロジェクト」の第 1 号「つり
環境ビジョン助成」をスタートさせました。
　この事業は、日本国内で水辺の環境保全活動等を行
う NPO・NGO 等の団体に対し、その活動を支援する
為の助成で、2015 年度は、全国 8 団体を支援しまし
た。上記の事業を踏まえた、つり環境ビジョン助成の
環境保全活動に対し、「環境の日」である 6 月 5 日付に
て、環境大臣より感謝状をだされ、そして 6 月 10 日

（水）、LOVE BLUE 委員会小島忠雄委員長が代表して、
環境省を訪問し環境省総合環境政策局 小林正明 局長

（当時）より授与されました。

ݙߩಈにେ͖͘׆อશڥ
ঢ়ँײେਉ͔Βڥ

環境省総合環境政策局　小林正明 局長（当時）と

LOVE BLUE事業が取り組む社会貢献事業について、これまで積み重ねてきた実績等をご説明するため、
2017年1月20日金曜日、環境省へ表敬訪問を行いました。

中央：小林正明環境事務次官、左から松下和夫京都大学名誉教授、大村一仁副会長、島野容三会長、小島忠雄顧問

島野会長より、「当初は釣り場の清掃から始めた事業ですが、今では LOVE BLUE 事業として、例えば
全国の各自治体を通じて、各地の皆様からプロダイバーによる水中クリーンアップへのご要望をお寄せ
頂けるようになるなど、多くの皆様に喜んで頂ける社会貢献事業となって参りました。昨年（2016年）
の G7 伊勢志摩サミットでもプロダイバーによる水中クリーアップ活動をお役立て頂くなど、様々な
ご要望にお応えしております。LOVE BLUE 事業は、参加企業が全ての釣用品に『環境・美化マーク』
を表示し、その売り上げの一部を自主財源として取り組んでいるものです。これからも御省と連携しな
がら地球環境のためにより一層努めて参りたいと思います。」と当事業について説明を行いました。

๚ܟলදڥ
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Ⅰ （一社）日本釣用品工業会 2018 年度事業ใࠂ
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Voice
Ⅰ全国に広がる感謝のྠʙ水中クリーンアップ活動ฤʙ
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Ⅰ 感謝の声

大ᔾপړ業協同組合の皆様が、水中クリーンアップ活動をごࢹいただきました。

　2015 年に、و重な࣪地やݻ༗छ等が生
ଉする場所として「ラϜサーϧొ࣪
地」となったҵ県ᔾপ。例年、海の日前
しているࢪに、ྲྀҬ市ொが連携して実ޙ
上清掃イϕント「ひ͵まྲྀҬクリーン作戦」
では、クリーンアップひ͵まωットϫーク
事務局よりご要望を頂き、LOVE BLUE 事
業の水中クリーンアップ活動も連携して実
しています。同ωットϫーク・谷ഡീ重ࢪ

会長からは「私ୡでは出来なかった水中ࢠ
の清掃を LOVE BLUE 事業が取り組んで
いただけたおかげで、ᔾপはラϜサーϧ
ొ࣪地となれました。また、上清掃
の参加者が水中クリーンアップ活動を実ࡍ
にഈݟすることで、より水辺を大切にする
ちが大きくなるんです。本当に感謝し࣋ؾ
ています。これからもよろしくおئいしま
すʂ」とのおݴ༿をいただきました。また、
同ބを所する大ᔾপړ業協同組合のࡔ本
ษ組合長からも「ړ業者として、とてもあ
りがたい取り組みに感謝します。ړ業者は
みんな喜んでいますよ。ありがとうござい
ますʂ」と感謝のおݴ༿をいただきました。

ਫதΫϦʔϯΞοϓ׆ಈɺҬͷօ༷ͱ࿈͠ܞɺ
ਫลͷڥอશ׆ಈをਪਐ͠て·͍Γ·͢ɻ
201�  � ݄ 1� ʢʣɺʮฏ �0 ͻ͵·流ҬΫϦʔϯ࡞ઓʯ
ͱ࿈͠ܞてɺҵொᔾপにてਫதΫϦʔϯΞοϓ׆ಈを࣮ࢪʂ

茨城県　涸沼

ΫϦーϯΞッϓ
ͻ͵·ωットϫーΫɹ
୩ഡീॏࢠɹ
ձ
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Voice
Ⅰ感謝の声

中川清 բϲӜ問協ٞ会 会長（土Ӝ市長・右）とஊসする、
小島忠雄 LOVE BLUE 委員長。

左から、中川清 土Ӝ市長、小島忠雄　LOVE BLUE 委員長、
৴ଠ Ҵ敷市長、νϟϨンジいばらき県ຽ運動 ഼谷࢙ߒ 
理事長

　国内第 2 Ґの໘積を࣋つބ・բϲӜ。そ
のྲྀҬ 2� 自治体が連携して取り組む上
清掃イϕント「第 91 ճբϲӜ・Ӝ地Ҭ
清掃大作戦」と連携し、水中クリーンアッ
プ活動を実ࢪகしました。主催者である

「բϲӜ問協ٞ会」会長である中川清　土
Ӝ市長からは「いつもբϲӜの水をΩϨイ
にする為に、水中クリーンアップ活動を実
「していただき、ありがとうございますʂࢪ
とお喜びの声をいただき、またイϕントの
開会ࣜでは小島忠雄 LOVE BLUE 委員長
も来ෂとしてごটいただく等、とてもԹ

かくおܴえいただいています。イϕントに
ご参加の皆様からも、水中クリーンアップ
活動に高いご関心をお寄せいただき、「ダイ
バーの皆さん、ؤுってくださいʂ」とྭ
ましのおݴ༿をいただきました。

2019  � ݄ � ʢʣɺʮୈ 91 ճբϲӜɾӜҬਗ਼େ࡞ઓʯ
ͱ࿈͠ܞてɺҴෑࢢখにてਫதΫϦʔϯΞοϓ׆ಈを࣮ࢪʂ

茨城県　霞ヶ浦
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Ⅰ （一社）日本釣用品工業会 2018 年度事業ใࠂ

全国に広がる感謝の輪
～地球環境基金 企業協働プロジェクト編～

LOVE BLUE助成

����

島 根 県 NPO アンダンテ 21

岐 阜 県 NPO いびがわミズみずエコステーション

岡 山 県 NPO グリーンパートナーおかやま

山 形 県 NPO 公益のふるさと創り鶴岡

広 島 県 NPO 自然環境ネットワークSAREN

石 川 県 NPO 能登半島おらっちゃの里山里海

鹿児島県 誇れるふるさとネットワーク

神奈川県 NPO ワールドオーシャンズデイ

����

島 根 県 NPO アンダンテ 21

岐 阜 県 NPO いびがわミズみずエコステーション

岡 山 県 NPO グリーンパートナーおかやま

山 形 県 NPO 公益のふるさと創り鶴岡

石 川 県 NPO 能登半島おらっちゃの里山里海

福 岡 県 (一社) ふくおかFUN

山 梨 県 NPO 未来の荒川をつくる会

長 崎 県 やったろうde高島

����

沖 縄 県 美ら海振興会

島 根 県 NPO アンダンテ21

鹿児島県 くすの木自然館

岡 山 県 NPO グリーンパートナーおかやま

山 形 県 NPO 公益のふるさと創り鶴岡

兵 庫 県 神戸海さくら

熊 本 県 次世代のためにがんばろ会

東 京 都 全国川ごみネットワーク

石 川 県 NPO 能登半島おらっちゃの里山里海

福 岡 県 (一社) ふくおかFUN

山 梨 県 NPO 未来の荒川をつくる会

長 崎 県 やったろうde高島

ಠཱߦ๏ਓ࠶ڥੜอશߏػ
ۚجڥٿͱ
　環境庁（ݱ・環境省）が中心となって、ຽ間
団体（NGO・NPO）による環境保全活動への
金の助成そのଞの支援を行うため、199�年5ࢿ
月にઃされました。
　199�年度から2018年度までにԆべ5065݅、
総ֹ167ԯԁの助成を行うなど、NGO・NPO 等
が行う環境保全活動を積ۃతに支援しています。

　地球環境基金が行う支援活動の中で、ಛఆの
活動に対して支援したい寄付者の「い」を
өさせたプロάラϜです。地球環境基金のビ
ジョン・ミッγョンのൣғの中で、助成対・
野・金ֹに独自ੑがあり、ઌ行などには、寄
付者の「い」がөされます。
　LOVE BLUE 助成は、（一社）日本釣用品工
業会より寄付されたࢿ金によるものであり、清
掃活動など、水辺の環境を構築するための助成
金となっております。

اۚجڥٿ業ڠಇϓϩジΣΫトɾ
LOVE BLUE ॿͱ

����

香 川 県 NPO アーキペラゴ

群 馬 県 NPO 浅間・吾妻エコツーリズム協会

東 京 都 NPO 荒川クリーンエイド・フォーラム

岐 阜 県 NPO いびがわミズみずエコステーション

香 川 県 海守さぬき会

東 京 都 (一社) JEAN

鹿児島県 誇れるふるさとネットワーク

神奈川県 NPO ワールドオーシャンズデイ

-07&�#-6&ॿஂମ
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Voice
ⅠLOVE BLUE 助成

ジϟύϯϑΟッγϯάγϣー ���� JO :O,O)"."
の׆ಈใࠂձにͯ

/1O ๏ਓɹΞϯμϯς ��
LOVE BLUE ॿにΑͬͯ׆ಈの෯が
ががりɺϕーεͰ͋るਓؒؔ
がり·ͨ͠ɻ
ᜊ౻ྒྷ͞Μ：LOVE BLUE 助成では � 年間、お
ੈになっておりまして、本当にありがとうご
ざいましたʂ　私ୡが活動を始めた当初は、正
直なところ、पりの人ୡから「ΰミरいをき
な人がやってる」͙らいにݟられていたところ
があります。しかし、事業をܧଓしていくことで、
一ॹに活動していただける人が広がってきまし
た。というのも、ݩ々、私ୡは川の環境保全活
動からスタートしています。水辺をΩϨイにす
るには、ࢁから川、そして海と活動のステージ
を広げてきたのですが、これは LOVE BLUE 助
成の支えられてקめられたことなんです。この
活動が広げられたことはとても大きな成Ռの一
つであるんですが、これによってご関係ઌであ
る行政の各部局のํや、内水໘、そして海໘ま
でのړ業者皆さん等、人と人とのつながりがと
ても広がっていったんです。これは私ୡの団体
にとってԿよりもの財࢈で、ະ来につながる事
と感謝しています。これまで LOVE BLUE 助成
とのお付き合いは今年度で一୴、ऴྃとなりま
すが、この � 年間で実ફ出来た活動のσータは、
間ҧいなく、とても大きく役立つになります。

Ҿきଓき、活動をܧଓしていきますので、ٓし
くおئいகします。

ਆށւ͞くΒ
LOVE BLUE ॿΛड͚ͯɺϏーνのڥೝ
ূ「ϒϧーϑϥッά」Λ֫ಘ͠·ͨ͠ʂ
ཧࣄ長�ޱஐ૱͞Μ：私ୡが活動するฌݿ県ਆ
は、長年、ビーνに残されるΰ؛市のਢຏ海ށ
ミ問にまされてきました。まͣはԚれたビー
νをΩϨイにすることで、新たにΰミをࣺてに
くい環境を作り、ܧଓしてビーνクリーンが行
えるよう、楽しみながらΰミरいが行えるプロ
άラϜを構築。その݁Ռ、ビーνの環境ೝূ「ϒ
ϧーフラッά」を֫ಘ出来ました。このܧଓత
にビーνクリーンを行うための下支えをしてく
れているのが LOVE BLUE 助成です。いつまで
の美しいਢຏ海؛をΩープ出来るよう、これから
も活動をܧଓしていきます。

ཧࣄ�ޱஐ૱͞Μʢࠨʣ　ޱ༞ґ͞Μʢӈʣ

;く͓͔ 'U/
μイόーͱͯ͠ւΛकる׆ಈΛ LOVE BLUE
ॿに͍ͩͨͯ͑ࢧきɺΑり大きくがり·
ͨ͠ʂ
େਆ߂ଠ࿕දཧࣄ：私ୡはダイバーがूまっ

Ξϯμϯς ���ᜊ౻ྒྷ͞Μ
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Ⅰ （一社）日本釣用品工業会 2018 年度事業ใࠂ

て海をकる活動をしています。そして私ୡは、
LOVE BLUE 助成に支えられたことで、活動の
෯が大きく広がりました。Կよりもステークϗ
ϧダーの皆様に感謝したいのは、ڙࢠたちを中
心として行っている、もっと海をってもらう
活動の෯が大きく広がったことです。釣り人の
皆さんもྑくごଘの通り、海の中には実に৭々
な生きが生ଉしています。൴らをることで、
海を大切に思う࣋ؾち、水辺をΩϨイにするؾ
ちをҭんでもらっています。LOVE BLUE࣋ 助
成を通じて、活動の෯が広がったことで、人の
つながりもとても大きくなりましたし、Կより
私ୡの団体のスタッフもスΩϧアップしていま
す。これは本当にありがたいことなんです。釣
り人とダイバーが力を合わせるとこんなことが
出来るんだ、ってՄੑに、もっともっと戦
していきますʂ

දཧࣄ�େਆ߂ଠ࿕͞Μ

/1O ๏ਓ くすのࣗવؗ
 ಈɺLOVE׆ਫลΛकるͨͬ·࢝Βׁ͔ׯ
BLUE ॿΛ௨ͯ͡ɺւ͔Β·Ͱ׆ಈの
が大きくがり·ͨ͠ʂ
খ野田߶�ઐڀݚһ：エコπアーや環境学शを
通じて、ࣛࣇ島県ߐۋに広がるׁׯを中心とし
た活動を展開しています。これまでは、ׁׯを
通した海が活動の場となっていましたが、LOVE 
BLUE 助成によって活動の෯を広げることが出
来、海から川までが私ୡの活動の場となりまし
たʂ　これによってよりॆ実した環境学शやエ

コπアーを行うことが出来るようになり、ご参
加される皆さんと地Ҭ作りに取り組んでいきた
いと思いますʂ

ઐڀݚһ�খా߶͞Μ

のͨΊにがΜΖձੈ࣍
が݈ͪͨڙࢠのੈ࣍ീΛにɺݝຊ۽
ΊͯࠐΛ͍ئがૹΕるΑ͏に׆Ͱ҆શなੜ߁
ಈ͍ͯ͠·すʂ׆
দӜΏ͔Γ͞Μ：भを代表する清ྲྀ・球ຏ川
が海へとྲྀれࠐむീ代をに、辺やՏ川の
環境保全活動やࢠどもΰミύトローϧ、ΧΩ֪
によるՏ川ড়化、環境学श会等を行っています。
私ୡの活動のಛとしては、「学・官・ຽのトラ
イアンάϧ」で成り立っているんです。その為、
運Ӧがॆ実したものとなっています。とはいえ、
活動をܧଓしていく為には、Կかとඅ用も૿え
ていくのですが、LOVE BLUE 助成のおかげで、
よりしっかりとした運Ӧが出来るようになりま
した。こうした地Ҭの活動をܧଓしていけるの

ද�দӜΏ͔Γ͞Μ
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Voice
ⅠLOVE BLUE 助成

も、本事業のおかげと大変感謝していおります。
また、私ୡの団体は国土ަ通省のՏ川協力団体
にࢦఆされているのですが、その表জࣜの੮で、
同じく LOVE BLUE 助成をडけている「ߥ川
クリーンエイυ」さんとご一ॹしまして、「同じ
LOVE BLUE 助成をडけてますねʂ」って（স）。
こういった、ҟなる地Ҭで同様の活動をする皆
さんとごԑをいただけたことも、LOVE BLUE
助成のおかげなんです。この度は本当に、あり
がとうございましたʂ

શࠃ͝ΈωットϫーΫ
୭が༊͞Εるܜのɻͦののঢ়ଶΛ
る͜ͱͰৗのੜ͔׆Βݟすき͔͚ͬがੜ·
Ε·すʂ
ҏ౻͞ࢠߒΜ：川って、とてものんびりしていて、
୭もが༊される場所なんですよね。でもྑくݟ
てみると、残೦ながら様々なΰミがམちていて、
長年活動していても中々ݮらないݱ状もありま
す。私ୡも活動を通じてとてもڧく感じること
は、「川はؾ付きの場所」ということ。川のΰミ
だけじΌなく、川へΰミがࢸる前、ொの中やී
ஈの生活からߟえていかないといけない。そう
いう「ؾ付きの場所」でもあるんです。LOVE 
BLUE 助成を通じて、活動の෯が広がったこと
はとても感謝していますし、ଞの団体の皆さん
ともつながることが出来ました。こういったԑ
をいただけたことは、本当にありがたいですʂ

άϦーϯύートφー͓͔·

άϦーϯύートφー͓͔·
釣りਓのօ༷がࢲୡの׆ಈΛ
すʂ·͍ͯ͠ײくΕ͍ͯるͱ࣮ͯ͑ࢧ
Μ：LOVE BLUE͞ࢠඒྤݪ౻ 助成をいただき、
ジϟύンフΟッγンάγョーで活動ใࠂをさせ
ていただいて、会場で応援してもらったり声を
ֻけてもらえたり、ඇৗにԹかいご支援をいた
だいています。ご支援いただいている皆さんと
直৮れ合える機会はଞにありません。釣りを
される皆さんにとって海ΰミはඇৗに関心のあ
るものだと思っております。LOVE BLUE 助成
は、ඇৗに多くの皆さんに喜ばれていると思い
ます。多くの自治体や団体とつながりを࣋つこ
とが出来、スϜーζでਂい活動、そして多くの
事業を行うことが出来るようになりました。今
は、さらに県内の市ொ村等の୲当者とさらにޙ
ਂくਐめていきたい。ΰミに関する՝は、み
んなの՝。ະ来にر望・ເを࣋っていく。こ
のような思いを皆さんにڞ༗してもらい活動を
ඈ༂させていきたいと思っています。

ҏ౻͞ࢠߒΜʢӈʣ

ҏ౻͞ࢠߒΜʢӈʣ
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Ⅰ （一社）日本釣用品工業会 2018 年度事業ใࠂ

NPO NPO

協働と次世代育成をめざした
益田市水環境保全プロジェクト

鹿児島湾奥地域における
湿地帯保全活動

アンダンテ 21 くすの木自然館

島ࠜ県ӹ田市の海؛ઢをに、協働と次ੈ
代ҭ成をめざした水環境保全活動を実ࢪして
います。清掃活動と自વ・環境教ҭを౷一さ
せた野֎イべントを学ߍや地ݩ組৫とともに
開催、さらに小学ߍ等での環境教ҭや教員ϔ
のݚम会等を行いながら、地Ҭの水環境保全
のプϨイϠーとなる次ੈ代のҭ成に取り組ん
でいます。

私たちは、ॅຽϔの生活環境に対するൃܒの一環とし
て、地Ҭॅຽおよび行政と協働で、各 � ճの清掃活動
及び活動ޙの࠲ߨൃܒを実ࢪします。清掃活動でΰミ
のྔがどのように変化するかをௐべるとともに、環境
ඪとして生ௐࠪを毎月行い、生૬の変化をϞχࢦ
༦リンάしています。また、その݁Ռをフイ一υバッ
クするとڞに、ద切なෆ法غ対策を実ࢪすることを
తに、年 2 ճの࠙会を実ࢪします。

当法人はӹ田市をྲྀれる「高
川」を中心とした水環境保全と
まちͮくり活動を行ってきまし
たが、LOVE BLUE 助成のお
かげでその活動ൣғを海をؚ
む多くのエリアに֦大すること
が出来ました。また、ࢿ金源の間があった小学ߍ等で
の環境教ҭにも積ۃతに取り組むことができるようにな
り、当地の環境保全を୲うひとͮくりがਐんでいます。

これまではあまり行政のखが
ಧきਏかつた工リアの清掃活
動を、෯広いར関係者（ステ
一クϗϧダー）をרきࠐんで行
えていることで、Ԟ࣪地の保
全活動にܨげられています。
また、Ҏ前はあまり行えていなかった、य़قの生ௐࠪ
ができたことで、ࣛࣇ島Ԟの࣪地ଳの生૬を、より
。にѲすることが出来ていますࡉৄ

ཧ事ɹᬒ উඒ͞Μ ઐڀݚһɹখా ߶͞Μ

ౡɹࠜɹݝ ࣛɹࣇɹౡɹݝ
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ⅠLOVE BLUE 助成

海ごみから流域環境を考える
プロジェクト

鶴岡市内川流域の繁茂した藻刈りを市民
参加型で実施する体制構築プロジェクト

グリーンパートナー
おかやま

公益のふるさと創り
鶴岡

海ごみやマイクロプラスνックの問をൃܒ
するために、「『ੈքのๅੴʙށ内海』をຏ
くγンϙジϜ」を開催しました。
また、ఈҾきړધでごみをҾき༲げ「ݟえ
る化」しϫ一クγョップでߟえる体ݧ学श「海
ఈ୳ୂݕ 2018」や川ごみௐࠪ「川ごみ୳ఁ
団」 、Տ川敷の「クリ一ンアップ大作戦」を
行いました。

Ԭ市内をྲྀれる内川にて、Նの間ൟໜする
をמる作業と川ఈに積するΰミの清掃活
動を行うϘランテΟア活動を行いました。ま
た、ࢠどもたち向けのྨڕௐࠪやस下りなど
のܒ活動も行い、市ຽ参加ܕで内川の環境
保全活動をଅਐしました。

LOVE BLUE 助成をいただいた
ことによって、γンϙジϜ・
ఈӪ体ݧ学शなど「ࢁʙ川ʙ
海」をつな͙一連のൃܒ事業を
行うことが出来ました。このた
め多くの皆様に「海ごみ問」「マ
イクロプラスνック問」を近なこととして実感していた
だきました。助成を通じて支えてくださった全国の釣りѪ
Ոの皆様、釣り用品関係者の皆様に心から感謝申し上げます。

内川のמりはઐにやっ
ていたおじいさんが一人で
行っていましたが、5 年前
におくなりになりまし
た。そのޙ、当団体が支援
しながらࡉ々と行ってきま
したが、この LOVE BLUE 助成をडけることに
よって市ຽ活動プロジェクトを立ち上げ、内川
の環境保全活動のఈ上げがՄとなりました。

ཧ事ɹ౻ݪ ྤඒ͞ࢠΜ දཧ事ɹ෩ؒ ͞ࢠ࢜Μ

NPONPO
ݝɹࢁԬɹݝɹܗɹࢁ
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Ⅰ （一社）日本釣用品工業会 2018 年度事業ใࠂ

八代海河川・浜辺の大そうじ大会と
干潟保全に向けた青少年ワークショップ

次世代のためにがんばろ会

ീ代海、球ຏ川の環境保全及びラϜサ一ϧ
ొに向けた活動を展開。そのための学श
教ࡐの作成。多くの活動は市内の高ߍ・高ઐ（ܭ
9 ・びかけ、ಛにീ代海Տ川ݺにも参加を（ߍ
辺の大そうじ大会については、官学ຽ࢈協
働により � 5 0 名が参加。来य़年಄には大
そうじ大会に参加された学生を対に੨গ年
ϫ一クγョップを開催。

本県のീ代海と球ຏ川の環境۽
保ޢ、高ߍ生を中心とした੨গ
年の環境学श（ҙࣝվֵ）を
తに始めた「ീ代海Տ川・辺
の大そうじ大会」が官・ຽ・学・
の行動体੍で࢈ 1� 年間ଓいてい
ます。ճऩしたごみのछྨ等から୭がࣺてたのかをௐࠪす
る「ࢠどもごみύトޱ一ϧୂ」など、ڙࢠのઢでߟえ、「ご
みをरうことでごみをࣺてない人ͮくり」がਐんでいます。

දɹদӜ Ώ͔り͞Μ

ݝɹຊɹ۽

須磨海岸における地域住民および海岸利用者の参加型
清掃活動とマナー意識向上による持続的な環境保全活動

神戸海さくら

私たちは、都市部にあるগない自વ海؛で
あるਢຏ海؛の環境保全と海؛ར用者のマφ
一ҙࣝ向上をతとして、ビ一νクリ一ン活
動やΰミステ一γョンのઃஔ、環境セミφ一
の開催等を行っています。ΰミのϙイࣺて
をར用する全ての人が環؛びֻけ、海ݺをࢭ
境保全に向け協力できる参加ܕの社会をࢦ
す組み作りに取り組みました。

NPO
ฌɹݿɹݝ

私たちϘランテΟアがΰミ
ステ一γョンの理やΰミ
のผऩूをݺびֻける役
ׂを୲うことで、行政と協
力してਢຏ海؛でのΰミശ
ઃஔが実ݱしました。また、
水園園長による環境セミφ一の開催や、ライフ
セ一バ一と小学生とで行う合同ビ一νクリ一ン活
動など環境学शにも取り組むことができました。

ཧ事ɹޱ ஐ૱͞Μ
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Voice
ⅠLOVE BLUE 助成

水辺のごみ削減学習プログラムの
構築と実践

全国川ごみネットワーク

小学ߍで 5ɼ6 年生の環境学शの授業として
水辺のごみݮに取り組みました。事前授業
でごみによるӨڹを学び、実ࡍにބでの清掃
活動を行いました。事ޙ授業では、ごみをݮ
らすためにできることをߟえ、ࢠどもたちが
イべンに参加しൃ表しました。ઌ生向けの
ଓできるよう取り組んでܧ、म会も開催しݚ
います。

のごބどもたちが、ਡ訪ࢠ
みのݩは、生活から出て
いるものが多いことにͮؾ
き、保ޢ者と一ॹにごみを
らすために自たちがでݮ
きることをߟえることがで
きました。水辺のごみरいを行うことで、ごみ
のൃ生源をߟえ、水辺のごみをݮらすためにで
きることを学べる場とすることができました。

༤͞Μٱ ࢁɹُ࠲

౦ɹژɹ

慶良間諸島チービシエリアの
サンゴ礁再生環境づくりプロジェクト

美ら海振興会

美ら海ৼڵ会は、ԭೄの海が本来の࢟を取り
すために、今年度は主に水中の༦イϠ等を
ճऩする「水中清掃」や「水中ۦআ」として、
サンΰをั৯するΦೋώσやϨイγΨイダ
マγྨ等のۦআを行っています。また、໋ٹ
शや環境教ҭをダイビンά事業者やम学ཱྀߨ
行生、大学生に実ࢪしています。

をう水中での作業をݥة
ったダイバ࣋とٕज़をݧܦ
一が行い、サンΰをั৯す
る生きをたくさんۦআす
ることができました。また、
その݁Ռをϗ一Ϝϖ一ジ
等でใࠂすることにより、ダイバ一でないํや、
ԕํにॅんでいるํにもԭೄの海についてっ
てもらうことができたと思います。

ձɹদҪ ͞ͱ͠͞Μ

NPO
ԭɹೄɹݝ
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Ⅰ （一社）日本釣用品工業会 2018 年度事業ใࠂ

福岡の海における生物多様性
および水中環境保全のための活動

（一社）ふくおか FUN

スΩϡ一バダイバ一が中心となり、ڙࢠ向け
スϊ一έリンά体ݧや、海をきれいにする海
「アマϞ」の水中؍・২付けの΄か、県
内各地での授業やࣸ真・ө૾展を実ࢪし、水
中の生多様ੑや海ఈごみ問について෯広
いੈ代にえることで、Ԭにॅむ人々の࣋
ଓతかつ自ൃతな行動にܨげました。

体ܕݧのイべントやࣸ真展
の開催により、都市部の海
ϔの市ຽの多様な関わりํ
を生み出すことができ、参
加者の水中環境ϔのҙࣝが
向上しました。また、ത
多を中心とするԬの海での活動実績がධՁ
され、これまでҎ上に行政や企業、ړ業者、ଞ
NPO 等と連携した事業が生まれました。

දཧ事ɹ大ਆ ߂ଠ࿕͞Μ

ɹԬɹݝ

能登の “里海 ”文化の継承と保全

能登半島
おらっちゃの里山里海

私たちは活動のテ一マに、ཬ海を「る」、ཬ
海を「कる」、ཬ海を「楽しむ」の � つをあ
げています。「る」活動では、海؛清掃活
動でのϞೋ༦リンάௐࠪやおڕϫ一クγョッ
プ、「कる」活動では、ཬ海クリ一ンビ一ν
とཬࢁͮくり運動、「楽しむ」活動では、
ॷ༡びや釣り大会などを実ࢪしています。

NPO
ੴɹɹݝ

多くの市ຽやڙࢠたちに l ཬ
海 z と関わることの重要ੑとそ
のັ力をえることができまし
た。とくにߍ区内に海がない小
学ߍもؚめた海؛清掃活動で
は、小学ߍとの連携をڧめるこ
とができました。ཬࢁのͮくり運動には 100 名が参加
し、釣り大会もճを重ねるごとに参加ࢠが૿え、私た
ちの活動はগしͣつ市ຽݖをಘているように感じます。

ཧ事ɹՃ౻ ल͞Μ
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Voice
ⅠLOVE BLUE 助成

名勝・昇仙峡から甲府市を縦貫する
荒川とその支流の河川清掃

未来の荒川をつくる会

毎月第 1 日曜日のૣே 2 時間、ߥ川と支
ྲྀ合ܭ 11 か所でՏ川清掃を実ࢪ。参加者は
毎ճฏۉ 100 人ڧで、2 トンं 2 ʙ � 
のごみ等をճऩし、土खやՏ川敷のࡶআڈ
もฒ行して行ないました。

長ۺ等清掃用۩がॆ実
した΄か、ই保ݥに加
ೖするなど活動環境を
උすることができまし
た。活動は高いධՁをಘ
ており、やまなし環境財
団から助成金を支څされている΄か、ट都ݍ
。ས県人会から表জもされていますࢁ

ձɹ൧ ਖ਼͞ٱΜ

NPO
ݝɹསɹࢁ

珊瑚ツーリズムの創造

やったろう de高島

海、海中の清掃活動：地Ҭ小中学生、教৬
員、ܑと実ࢪ。
活動：小学生対πア一、大学生、ཹ学ܒ
生、म学ཱྀ行生を対に実ࢪ。
活動：ઐՈをটᡈし生ଉするイγݩ෮ޞࢇ
サンΰྨのಛఆを行ないました。
また活動ࢦとなるݚम会を実ࢪしました。

地Ҭのړ協と連携を構築
していくաఔで「LOVE 
BLUE 助成」をडけてい
る事が、当団体の৴པ度
向上につながりました。
活動および環境出前ܒ
に、海にಛ化した環境保ࡍԋするߨ等で࠲ߨ
全活動との理解をಘるのが容қとなりました。

事ہɹখଜ लଂ͞Μ

ɹ࡚ɹݝ
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028

ઐؔػͱ࿈ͨ͠ܞ放流
ʙ放流ۀࣄͷશࠃల開ʙ
ୈ�ճւҬഓړ業ਪਐٞڠձશࠃ連བྷձٞ
LOVE BLUE ઐؔػͱ連ྲྀ์ͨ͠ܞ事業へ͝ྗڠΛґཔ

Γ人のօ༷͔Βのড়ࡒΛదਖ਼ʹ事業ਪਐ͢ΔΈ
専門機関と連携した放流事業の全国展開

ʙʢ公ࡒʣਆಸݝഓړ業ڠ会ͱの์ྲྀ࣮͔Βʙ

ୈ 3 ճւҬഓړ業ਪਐڠ議会શࠃ࿈བྷ会議
ฏ成 29 ഓړ業ਪਐશࠃ会議

各地での栽培魚種の中から、釣り人に喜ばれる魚種の放流

会தԝஂମڠ業ړഓ
公ӹࣾஂ法人 શࠃ๛͔ͳւͮ͘Γڠ会

ʢچʣશࠃഓړ業ڠ会

ಓݝਫ産୲当ऀ
ʢഓړ業ʣ

ʰഓجຊ計ըࡦ定ʱ
ಓ ݝഓړ業ڠ会

ʰछබੜ産ࢪઃʱ
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Ⅰઐ機関と連携した์ྲྀ

029

2018 年 10 月 � 日（木）に実ࢪされたܗࢁ県Ԭ市でのクロダイ์ྲྀ事業をおखいいただ
いたことをごԑに、Ԭ市三保ҭ園（さんͥ ΄いくえん）の「ฏ成 �0 年度クリスマスൃ表会」
にて、年中組の園ࣇの皆さんがクロダイ์ྲྀ体ݧをࡐとしたܶ「LOVE BLUE ʙクロダイ
のこどもୡのݥ」を実ࢪしていただきました。

県Ԭ市 三保ҭ園・ฏ成ܗࢁ �0 年度クリスマスൃ表会ܶ「LOVE BLUE ʙクロダイのこどもୡのݥ」

ܞͱͷ࿈ؔػҭڭ
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Ⅰ ઐ機関と連携した์ྲྀ

030

青森県 ヒラメ16.4万尾 山形県 クロダイ1.5万尾

LOVEBLUE 事業が展開する「ઐ機関と連携した์ྲྀ」事業は、
今年度から各地のઐ機関との連携へと広がっています。

ઐؔػͱ࿈ͨ͠ܞ放流
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Ⅰઐ機関と連携した์ྲྀ

031

神奈川県 マダイ10万尾 鹿児島県 マダイ10.9万尾

2018年度 4県3魚種38.8万尾

累計6年間9ケ所138.8万尾
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032

ਫ࢈ிޙԉ
ͭΓڥϏδϣϯίϯηϓτにͮ͘ج -O7& #-6& ۀࣄ
ʙਫ໘Γ֦େʢϫΧαΪʣɺ201� �ஂମを࠾ʙ

　水࢈庁ごޙ援のݩ、国立ڀݚ開ൃ法人水࢈
ݚ所　内水໘ڀݚ࢈教ҭ機構　中央水・ڀݚ
業協同組合連合ړセンターや、全国内水໘ڀ
会から、LOVE BLUE 事業へご理解とご協
力を頂きながら、2017 年度は܈അ県高࡚市
の໐ބや長野県松本市の美ླބ等でスター
ト。2 年度の 2018 年度からは全国 7 団体
へと展開しました。
　この事業は、ϫΧサΪཛڅڙにかかる初期
ઃඋ（ふ化ࢪઃ等）一ࣜのೲ支援というܗ
で、各都ಓ県の水ݧࢼ࢈場等のڀݚ機関等
と連携しながらਪਐしていきます。
　2018 年度にೲ支援を行った団体から
は、すでに地場࢈ϫΧサΪڕのั࠾や、そ
れによるଞ水ҬへのϫΧサΪडਫ਼ཛのൢ売・
せてݟり出しをされ、ॱௐなࢪ等が実څڙ
います。これによって、ϫΧサΪ釣り場の҆
ఆ化や、新たなϫΧサΪ釣り場ઃといった
地Ҭのχーζに対し、国やڀݚ機関、ړ業者
団体等がप広ใし、そして釣りքが支援す
る、というܗとなります。

�ஂମ

ϫΧαΪʹֶͿ会

ਫ࢈ிޙԉ໊ٛڐ༺�จॻ

「第 2� ճϫΧサΪに学Ϳ会」へ参加し、本事業をご説明する
機会をいただきました。

���� 
ބഅ県　໐܈：001
002：長野県　美ླބ � 小Ֆݟ

���� 
ބ܀県　名ۄ࡛：�00
00�：ઍ༿県　高ୌބ
005：ฌݿ県　Ի水ބ
006：ҵ県　բϲӜ
ބഅ県　ക田܈：007
008：島ࠜ県　ඌݪダϜބ
ބޱས県　Տࢁ：009

P32_35_ɯȫȵ�-ඌ2-190418-ݱ.indd   32 19.7.5   8:01:44 PM



釣
用
品
工
業
会
_
事
業
報
告
書
2
0
1
8

デ
ー
タ
作
成
日
：
1
9
/0
�
/1
8
　
S
E-1
7

033

ⅠϫΧサΪ

LOVE BLUE 事業では、୭でもखܰに楽しめて美ຯしく৯べられるϫΧサΪの釣り場を各地
ϔ૿やす為、水࢈庁ޙ援事業として、各地のઐ機関やړ業協同組合等と連携し、ϫΧサΪ૿
৩ࢪઃを寄ଃしています。

水産庁後援事業 内水面釣り場拡大（ワカサギ）

2018年度　採択団体へ寄贈されたワカサギ増殖施設

群馬県　両毛漁業協同組合埼玉県　入間漁業協同組合

兵庫県　さくらおろち湖ワカサギ育成活動推進協議会

兵庫県　揖斐川漁業協同組合

山梨県　河口湖漁業協同組合

千葉県　養老川漁業協同組合

茨城県　霞ヶ浦漁業協同組合
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ɾ࡛ݝۄʗೖؒڠۀړಉɹɹɹɾฌݝݿʗ༖൹ڠۀړಉ߹ɹɾઍ༿ݝʗཆڠۀړಉ߹
ɾҵݝʗբϲӜڠۀړಉ߹ɹɾ܈അݝʗ྆ໟڠۀړಉ߹ɹ
ɾฌݝݿʗ͘͞Β͓ΖͪބϫΧαΪҭ׆ಈਪਐٞڠ会ɹɹɹɹɹɾࢁསݝʗՏڠۀړބޱಉ߹

2018年度 採択団体

水࢈庁ޙ援事業　内水໘釣り場֦大（ϫΧサΪ）では、ࢪڀݚઃと連携し、ٕज़ࢦಋ等のݟ
をಘながら、その水ҬによりޮՌతなϫΧサΪ૿৩ࢪઃをೲ支援しています。2017 年度に
は、長野県水ݧࢼ࢈場が開ൃした、ιーラーൃిํࣜの「Մൖܕ人工ふ化ث」にඞ要なࢿ機ࡐ
を寄ଃさせていただき、ి源がແい場所等でもՔ働出来るγステϜとして、ご関係の皆様より
高いをूめています。

ワカサギ資料
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次 ᶘ

ᶘ

（公財）日本釣振興会
ɾਫதਗ਼
ɾ์ྲྀۀࣄ
ɾϚφʔ൘ઃஔۀࣄ
ɾ࢈ཛচɹڕಓઃஔ

P32_35_ɯȫȵ�-ඌ2-190418-ݱ.indd   35 19.7.5   8:02:55 PM



釣
用
品
工
業
会
_
事
業
報
告
書
2
0
1
8

デ
ー
タ
作
成
日
：
1
9
/0
7
/0
1
　
S
E-
1
7

036

ᶘ （公財）日本釣ৼڵ会 2018 年度事業ใࠂ

水中清掃事業

　2018 年は෩、水等自વࡂが多く、� ճの水中清掃が中ࢭとなりましたが、合ܭ �2 ճの水中清
掃を実ࢪすることができました。�2 ճの水中清掃にはϘランテΟアダイバー �55 名、上खい �2�
名に参加して頂き合ܭ 9085 Ωロのΰミをճऩいたしました。
　1 ճ当たりճऩされたΰミのฏۉ重ྔは 28� Ωロで、昨年のฏۉ 27� Ωロよりগし૿えましたが、
毎年清掃をしている場所では֬実にΰミはݮってきています。
　日本釣ৼڵ会で実ࢪしている水中清掃は 2018 年でྦྷܭ実ࢪճ 500 ճとなりました。
　2018 年の �2 ճの清掃の中で、つり環境ビジョンコンセプトに基ͮく LOVE BLUE 事業からのडୗ
事業としての水中清掃は 2� ճでした。

　毎年多くのํの協力をಘて実ࢪしている水中清掃ですが、2018 年も海をつくる会、（一社）ϒϧーエ
コ協ٞ会、（一社）日本Ϩジϟーダイビンά協会はじめ、多くの学ߍ、NPO 法人、団体、ダイビンά関
係者、釣り関係者、地ړݩ業協同組合の皆さんにおखいしていただきました。

　2018 年もたくさんのํに協力していただきました
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ᶘ水中清掃事業

�����݄��� 静岡県安良里漁港 Ճਓ����໊ࢀ

�����݄��� 大阪府淡輪漁港 Ճਓ����໊ࢀ

大ӍのӨڹで川から大ྔの
ྲྀ水があり、水໘はಁ明度
θロ。海ఈではಁ明度 1�5N
ఔあったので作業ができた。
工事関係のύイプ等 �50 Ω
ロをճऩ。

γーζンには多くの釣人で
わう場所だが、当日はγー
ζン前のため釣り人はগな
かった。初めて清掃する場
所だが、釣۩をؚめ全体త
にΰミはগなかった。

P34_47_ઠ190701_ੈ࣏ࢠ.indd   37 19.7.5   8:04:57 PM



釣
用
品
工
業
会
_
事
業
報
告
書
2
0
1
8

デ
ー
タ
作
成
日
：
1
9
/0
7
/0
1
　
S
E-
1
7

038

ᶘ （公財）日本釣ৼڵ会 2018 年度事業ใࠂ

�����݄��� 神奈川県真名瀬漁港 Ճਓ����໊ࢀ

�����݄��� 兵庫県播磨町新島 Ճਓ����໊ࢀ

�����݄�� 和歌山県内之浦湾 Ճਓ����໊ࢀ

�����݄��� 長野県木崎湖 Ճਓ����໊ࢀ

�����݄�� 静岡県熱海港海釣り施設 Ճਓ����໊ࢀ

෩のため֎の清掃を中ڧ
しߋし、内の清掃に変ࢭ
たが༧Ҏ上のΰミがճऩ
されました。

นに釣り人がࣺてたと؛
思われる؈やϖットϘトϧ
がࢄཚしていたので、上
൝で清掃を行った。水中ΰ
ミは釣۩はগなく、一ൠΰ
ミが大であった。

内೭Ӝ内で毎年場所を変
えて清掃をしていますが、
全体తにΰミはݮってきて
いる。

ϫΧサΪやϒラックバスの
釣り場で、গのϧアー、
エΪ、ϫーϜ等が༲がった。
ଞにはύイプྨが多くճऩ
されました。

海釣りࢪઃは 2017 年の
෩で大きなඃをडけまし
た。今ճ෩ඃҎޙ初め
ての清掃となり、ྲྀされた
ΰミのコンテφ等 650 Ωロ
ものΰミがճऩされました。
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ᶘ水中清掃事業

�����݄�� 愛知県新舞子マリーンパーク Ճਓ����໊ࢀ

�����݄��� 山梨県山中湖 Ճਓ����໊ࢀ

�����݄��� 山梨県河口湖 Ճਓ����໊ࢀ

�����݄��� 兵庫県垂水漁港 Ճਓ����໊ࢀ

�����݄�� 福島県桧原湖 1日目 Ճਓ����໊ࢀ

海釣りࢪઃのため一ൠΰミ
はなく、切れたֻけやラ
イン、サΦֻけ等がճऩさ
れました。

釣۩はগなくタイϠやమύ
イプ等がճऩされました。
はすでにބ中ࢁ 15 ճҎ上
清掃しており、全体తにΰ
ミはগなくなっています。

多のϫーϜとともに、120
のΰϧフϘーϧもճऩさݸ
れました。Տބޱではϫー
Ϝの用はࢭېされていま
すが、いまだにݹいϫーϜ
がճऩされています。

この場所は 5 年前に清掃を
行った場所だが、今ճも大
ྔの一ൠΰミが༲がりまし
た。

タイϠ 85 本、υラϜ؈ย
�8 釣۩はϧアー、ϫー。ݸ
Ϝがগ。
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ᶘ （公財）日本釣ৼڵ会 2018 年度事業ใࠂ

�����݄�� 京都府竜宮浜漁港 1日目 Ճਓ����໊ࢀ

�����݄�� 福島県桧原湖 2日目 Ճਓ����໊ࢀ

�����݄�� 京都府竜宮浜漁港 2日目 Ճਓ����໊ࢀ

�����݄�� 静岡県下田港犬走り防波堤 Ճਓ����໊ࢀ

�����݄�� 静岡県下田港福浦防波堤 Ճਓ����໊ࢀ

ජބݪ 2 日はҧう場所の
清掃を行いました。この場
所もタイϠがճऩされまし
たが、一ൠΰミは΄とんど
ありませんでした。

昨年ळの෩と、7 月の
日本߽ӍのӨڹでいつもよ
りΰミは多かった。ಛにધ
֎機、ंࢭめ、タイϠ等が
༲がりΰミの重ྔは 500 Ω
ロになりました。

釣۩、タイϠ、一ൠΰミ等
270 Ωロになりました。

釣り人がઈえない釣り場の
ため多くの釣۩が༲がりま
したが、一ൠΰミはগなく
重ྔは 80 Ωロでした。

このఅも༗名な釣り場
のため、అからམ水し
た釣り、リーϧ、サΦֻけ、
Ҝࢠ等ճऩされましたが、
大きなΰミはなく重ྔは 50
Ωロでした。
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ᶘ水中清掃事業

�����݄��� 静岡県焼津港親水広場ふぃしゅーな Ճਓ����໊ࢀ

�����݄��� 千葉県浜行川漁港 Ճਓ����໊ࢀ

�����݄��� 三重県吉津漁港 Ճਓ����໊ࢀ

�����݄��� 神奈川県小田原漁港 Ճਓ����໊ࢀ

������݄�� 神奈川県湘南港 Ճਓ����໊ࢀ

ここも釣り人がઈえない釣
り場で、མ水したサΦ、サ
Φֻけ等多くの釣۩が༲が
りました。

ΦϞリが多くམちていました
がಁ明度がѱく、またϔυ
ロもありあまりճऩできませ
んでした。

、の΄かタイϠ、自సंړ
一ൠΰミが多く重ྔは 680
Ωロになりました。

海ఈにغされたړや
ロープにエΪがབྷまり、エ
Ϊが 1700 。༲がりましたݸ
ଞにもテンビンΦϞリ、コマ
セΧΰ、メタϧジά等大ྔ
の釣۩がճऩされました。

この場所も༗名な釣り場で、
今年もΦϞリ、エΪ、コマ
セΧΰ、タコテンϠ等多
の釣۩がճऩされました。
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ᶘ （公財）日本釣ৼڵ会 2018 年度事業ใࠂ

������݄��� 大阪府深日漁港� Ճਓ����໊ࢀ

ைのྲྀれで֎海にྲྀされて
しまっているのか、ΰミはগ
なかった。

ճ ࢪ࣮
ॴࢪ࣮ Ճਓࢀ

໊ݝ ॴ໊ μΠόʔ  ɾ্ધ ܭ߹
1 �݄ 1� ੩ 岡 県 ҆ ྑ 里 ړ ߓ �� � ��
2 �݄ 12 େ ࡕ  ୶ ྠ ړ ߓ � �� ��
� �݄ 12 神奈川県 ਅ ໊  ړ ߓ �� � ��
� �݄2� 兵 庫 県  ຏ ொ ৽ 島 �� �� ��
� �݄ � Վ山県  ೭ Ӝ  �� �� ��
� �݄2� 長  県 木 崎 ބ �� � ��
� �݄ 1 ੩ 岡 県  海 ߓ 海  り ࢪ ઃ �� � ��
� �݄ 1 Ѫ  県 ৽  ࢠ Ϛ リ ー ン パ ー ク �� �� ��
� �݄ 21 山 梨 県 山 த ބ �� �� ��
1� �݄22 山 梨 県 Տ ޱ ބ �� �� ��
11 �݄ 1� 兵 庫 県 ਨ ਫ ړ ߓ �� �� ��
12 �݄ 1 福 島 県 ජ ݪ ބ ̍   �� � ��
1� �݄ 1 京 都  ཽ ٶ  ړ ߓ ̍   �� �� ��
1� �݄ 2 福 島 県 ජ ݪ ބ ̎   �� � ��
1� �݄ 2 京 都  ཽ ٶ  ړ ߓ ̎   �� �� ��
1� �݄ � ੩ 岡 県 Լ ా ߓ ݘ  り   అ �� �� ��
1� �݄ � ੩ 岡 県 Լ ా ߓ 福 Ӝ   అ �� �� ��
1� �݄ 1� ੩ 岡 県 ম  ߓ  ਫ 広  ふ ͌ ͠ Ύ ー ͳ �� �� ��
1� �݄2� ઍ ༿ 県  ߦ 川 ړ ߓ � � ��
2� �݄2� ࡾ ॏ 県 ٢  ړ ߓ �� �� ��
21 �݄2� 神奈川県 খ ా ݪ ړ ߓ �� � ��
22 1�݄ � 神奈川県 ভ ೆ ߓ �� �� ��
2� 11݄ 1� େ ࡕ  ਂ  ړ ߓ �� �� ��

ܭ　߹ ��� ��� ���

2府10県23回実施659人参加
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ᶘ水中清掃事業／์ྲྀ事業

岐阜県板取川 神奈川県新安浦港

奈良県室生ダム 千葉県いすみ市大原漁港

愛媛県三津浜港 茨城県大洗マリーナ

福岡県門司大里港 高知県佐賀港

ΞϚΰ ϝόϧ

ϔϥϒφ ώϥϝ

Χαΰ ΫϩμΠ

ϚμΠ Χαΰ

放流事業
　つり環境ビジョンコンセプトに基ͮく LOVE BLUE 事業のࢿ金を用した์ྲྀは 2018 年で � 年
となりました。
　� 年までは同じڕを同じ場所に์ྲྀするようґཔしていましたが、2018 年はաڈ � 年間とはҧう
場所でҟなるڕछを์ྲྀした支部もありました。
　์ྲྀは基本తに地ݩの小売ళ、釣り人に協力をしてもらっておりますので、LOVE BLUE 事業につ
いての理解をして頂くいい機会になっていると思います。
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ᶘ （公財）日本釣ৼڵ会 2018 年度事業ใࠂ

新潟県柏崎港

山梨県笛吹川

埼玉県鴻巣町明秋釜虎

埼玉県北本総合公園

佐賀県伊万里市久原海岸

滋賀県長浜港

新潟県新潟東港

三重県辛子川

埼玉県川田谷沼

佐賀県喜瀬川ダム

ώϥϝ

ΞϚΰڕ

ϔϥϒφ

Ϊϯϒφ

Χαΰ

ϔϥϒφ

ΫϩμΠ

ΞϚΰ

ϔϥϒφ

ϠϚϝ
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ᶘ์ྲྀ事業

岐阜県長良川

北海道石狩川水系比布川

和歌山県北港魚つり公園

兵庫県尼崎市

栃木県

石川県七尾市

静岡県伊東港

長崎県佐世保港

和歌山県浪早ビーチ

徳島県マリンピア洲徳島なっとく市岸壁

ΞϢ

χδϚε

ϚμΠ

ϚίΨϨΠ

ϠϚϝൃ؟ཛ

ΫϩμΠ

ϝόϧ

Χαΰ

ϚμΠ

Χαΰ
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ᶘ （公財）日本釣ৼڵ会 2018 年度事業ใࠂ

愛知県落合池 香川県三本松港ϔϥϒφ Χαΰ

໊ݝ ์ྲྀॴ ࢪ࣮ छڕ ඌɾᶵ
ɾཻ

海ಓ 石ङ川ਫܥൺ川 �݄2� χδϚス 1��LH

神奈川

荒崎ͳんやの �݄2� クϩダイ ���� ඌ
ԣਢլࢢ海ลつり公
Ԃ・৽҆Ӝߓ �݄22 ϝόル ���� ඌ

ଟຎ川॓Տݪ۠ 1�݄2� ϔラϒナ ���LH

山ɹ梨 థਧ川ਫܥ 1�݄� アϚゴڕ ��� ඌ

࡛ɹۄ

・Ӝ山ダム・߹֯ダム・ބ܀໊
間ބ・༉Ҫέ島প �݄ʙ�݄ ワΧαΪ

ཛ؟ൃ �1� ສཻ

本૯߹公Ԃ �݄2� Ϊンϒナ ��LH

川ా୩প 1�݄2� ϔラϒナ 2��LH

ދזळ໌ࢢߵ 1�݄2� ϔラϒナ ���LH

Ճਢࢢ༉Ҫϲ島প 11݄1� ϔラϒナ 11�LH

ӽ୩ٯࢢ川 11݄1� ϔラϒナ 11�LH

ӽ୩ࢢେ٢ௐ 11݄1� ϔラϒナ 11�LH

東ɹ京
ਫݩ公Ԃ �݄2� Ϊンϒナ ��LH

খੁ川࠷Լྲྀ 11݄1� ϔラϒナ ���LH

ҵɹ େચϚリーナ 1�݄� クϩダイ �1�� ඌ

ಢɹ木 木のມ川・ᝧ川・ໜ川・ऄඌ川・ळ
山川・্川・ా川・َౖ川・େ୩川 11݄1� ϠϚϝൃ؟

ཻ 1����� ཻ

ઍɹ༿
いすみࢢେߓړݪ �݄11 ώラϝ 1���� ඌ

෦川ࠇ 11݄1� ϔアϒナ �1�LH

੩ɹ岡 ҏ東ࢢҏ東ߓ �݄22 ϝόル ���� ඌ

Ѫɹ མ߹・東୩山フルーツパークり・
΄ら・ਫ広Լ・まΉ͠ 1�݄2� ϔラϒナ ���LH

ɹॏࡾ
国崎ߓ沖 �݄2� ώラϝ 2��� ඌ
会܊େلொ崎ਏࢠ
川 �݄2� アϚゴ 1���� ඌ

໊ݝ ์ྲྀॴ ࢪ࣮ छڕ ඌɾᶵ
ɾཻ

岐ɹ阜

長ྑ川 �݄1� アϢ ���� ඌ

ಎ戸ɹ൘औ川ࢢؔ ฏ�1
�݄� アϚゴ ��� ඌ

൘ඌ川 ฏ�1
�݄� アϚゴ ��� ඌ

長ྑ川ྲྀࢧย川 ฏ�1
2݄1� アϚゴ ��� ඌ

石ɹ川 かく΄ࢢ・খদࢢ・
चऱࢢ・ࣣඌࢢ �݄� クϩダイ ����� ඌ

৽ɹׁ
৽ׁ東ߓ �݄2� クϩダイ ���� ඌ

ദ崎ߓ �݄1� ώラϝ ���� ඌ

Վ山
༝ྑொ・ࢢޚ �݄21 クϩダイ ���� ඌ
みͳொখ・༗ాࢢॳ島・
࿘ૣϏーν・ڕߓ公Ԃ �݄2� Ϛダイ ���� ඌ

京ɹ都 鶴一ଳ �݄2 クϩダイ 1���� ඌ

兵ɹ庫 ೌ崎ࢢ・神戸ࢢ・
Ճݹ川ࢢ �݄� ϚコΨϨイ 1�2�� ඌ

ɹլ࣎ ੨ダム・川ダ
ム・根ߓ・長ߓ 11݄1� ϔラϒナ ���LH

奈ɹྑ ࣨੜダム 12݄� ϔラϒナ ���LH

香ɹ川
ߓ本দࡾ �݄2� Χαゴ 1���� ඌ

ਢాߓ �݄2� ώラϝ ���� ඌ

ಙɹ島 Ϛリンϐア沖ऱಙ島
ͳっとく؛ࢢน �݄22 Χαゴ ���� ඌ

高ɹ Լాࠤ・ߓլߓ・ਢ
崎ߓ・ख݁ߓ �݄1� Χαゴ 1���� ඌ

Ѫɹඤ ߓࡾ �݄2� Χαゴ 1���� ඌ

福ɹ岡 ߓ࢘େ里۠ 1�݄2� Ϛダイ ���� ඌ

ɹլࠤ
川ダムت 1�݄1� ϠϚϝ ����LH

ҏສ里ݪٱࢢ海؛ 1�݄21 Χαゴ ���� ඌ

長ɹ崎 લࢠ鹿ࢢ世อࠤ �݄2 Χαゴ �2�� ඌ

4,397.8kg727万粒 ,

222,533尾放流実施
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ᶘ์ྲྀ事業／マφー൘ઃஔ事業

ԭೄ県の上うみそら公園

県水公園ۄ࡛

ฌݿ県明ੴ市

ɹ໊ݝ ɹॴ ઃஔ݄ ઃஔຕ

1 県ۄ࡛ ਫ公Ԃ 2�1��݄ �

2 兵庫県 ໌石ࢢେଂ海؛・த崎ల広 2�1��݄ �

� 沖縄県 の্うみͦら公Ԃ 2�1��݄ 12

� ઍ༿県 ߦ川ߓړ 2�1��݄ 2

� Վ山県 ాลࢢपลߓړ 2�1��݄ 1�

� Ѫ県 ๛りڮࢅ 2�1��݄ 2

� େࡕ େߓࡕ 2�1��݄ �

� େࡕ かめେڮ 2�1��݄ �

� 福岡県 एদڹಿり༡าಓ 2�1��݄ 1

ܭ　߹ ��ຕ

1府7県に47枚設置

マナー看板設置事業

2018 年も各地でマφーの向上をݺびֻける൘のઃஔを行いました。
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ᶘ （公財）日本釣ৼڵ会 2018 年度事業ใࠂ

ઍ༿県行川ړ港

和Վࢁ県田辺市प辺ړ港 大ࡕ港かもめ大ڮ

Ԭ県ए松ڹಿ釣り༡าಓ

Ѫ県๛釣りڮࢅ

大ࡕ港
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ᶘ࢈ཛচ・ڕಓઃஔマφー൘ઃஔ事業／࢈ཛচ・ڕಓઃஔ

ཎ川大ԃ左ڕ؛ಓ

多摩川

多摩川

多摩川

ίΠͷ
ཛচઃஔ࢈

άΠͷ
ཛচઃஔ࢈

ΞϢͷ
ཛচઃஔ࢈

ΞϢͷ
ྲྀ下ڕௐࠪ

産卵床・魚道設置
　海水Թの上ঢやアイΰの৯等いろいろなݪҼでアΦリイΧが࢈ཛする海がݮっています。
アΦリイΧ釣りは人ؾのある釣りですので、গしでもアΦリイΧを૿やすためにฏ成 25 年から
ϘランテΟアダイバーの協力をಘて  アΦリイΧの࢈ཛচのઃஔを行っています。

　コイはコイϔϧϖスのため์ྲྀができない状ଶがଓいています。そこで自વ࢈ཛをଅしてコ
イを૿やすためฏ成 29 年よりコイの࢈ཛচのઃஔを始めました。

ಓのઃஔを始ڕಓについては日大の҆田教授の協力をಘて、アϢが上しやすくなる؆қڕ　
めました。わͣかなஈࠩでもアϢが上できないところに؆қڕಓをઃஔすることで、多の
アϢの上が֬ೝされています。

P48_51_ɞɊĘ-Թଷ_190418.indd   49 19.7.5   8:31:34 PM



釣
用
品
工
業
会
_
事
業
報
告
書
2
0
1
8

デ
ー
タ
作
成
日
：
1
9
/0
�
/1
8
　
S
E-
1
7

050

ᶘ 公ӹ財団法人日本釣ৼڵ会が取り組むつり環境ビジョンコンセプトに基ͮく LOVE BLUE 事業

三重県ޒΧ所

県प大島和田港ޱࢁ

ਆಸ川県ؠ港

੩Ԭ県田ࢠ

੩Ԭ県ീ഼野ړ港ԭ

和Վ۲ࢁ本ொԭ

ΞΦϦΠΧͷ
ཛচઃஔ࢈
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ᶘ࢈ཛচ・ڕಓઃஔ

ҵ県久࣊川

Ԭࢁ県高ྊ川

Ԭ県ࢵ川

ΞϢڕಓのඋ

ɹ໊ݝ ઃஔॴ ࢪ࣮ ରɹ

ཛ　চ　࢈

 Վ 山 県 ۲本沖 �݄12 アオリイΧ

山 ޱ 県 पେ島ాߓ ݄̐ ̎̔ ・̎ ̕ アオリイΧ

神 奈 川 県 ਅ鶴ொߓؠ �݄� アオリイΧ

੩ 岡 県
ࢠా �݄� アオリイΧ

ീ഼ߓړ沖 �݄2� アオリイΧ

ࡾ ॏ 県 Χॴޒ �݄12 アオリイΧ

東 京 都 ・
神 奈 川 県

ଟຎ川ɹӉ奈根 �݄� コイ

ɹɹɹɹୈ̏京Լྲྀ �݄� コイ

ɹɹɹɹҴాఅ �݄� コイ

ɹɹɹɹதݪ৽װઢԼ �݄1� コイ

ɹɹɹɹٶ �݄1� コイ

ଟຎ川ௐ্ࢢՏݪԃԼ �݄� グイ

ଟຎ川世ా୩۠ۄఅ 1�݄2� アϢ

ཛচΛઃஔ͢Δॴͷௐࠪ࢈ 京都ࢧ෦ େࡕཎ川にお͚るアϢのྲྀԼڕのௐࠪ 11݄2� アϢ

ಓ　　　ڕ

福 岡 県 খ۠ࢵ川 �݄2� アϢ

ҵ  県 ԃޱ川ୢ࣊ٱ �݄2 アϢ

岡 山 県 高ྊ川ைࢭԃ 1�݄22 アϢ

合計17ヶ所
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ᶙ 参加企業一ཡ

⯰ 
ア・ωットコトϒΩϠ（ג）
（༗）アイビーライン
アイビック（ג）
アΩϨス（ג）

（༗）アクテΟϒ
アサώϨジϟー（ג）
アνック

アϐア（ג）
アϜζσβイン（ג）
（༗）アリήーターٕݚ
アンάラーζ（ג）
アンάラーζサϙートγステϜ（ג）
アンάラーζσβイン（ג）

（༗）アンάϧ
イγάロ（ג）
（༗）イγφダ釣工業
（ג）工業ླेޒ

JTTFJ（ג）
ING�DP�
IN'INITE SEE%S .",ERS（ג）
ϰΝンフック（ג）

イン（ג） インコーϙϨーテッυɼジϟύン
インά（ג）
২田（ג）۩ړ

Υーターϋス（ג）
（༗）Υーターランυ
ڕ（ג）
Ӊ࡚日新（ג）
νダトϨーσΟンά・Ϟリックスジϟύン

エイν・エー・エϧ（ג）
エイテック（ג）
EST"TE（ג）
エバーάリーンインターφγョφϧ（ג）
エフ・έイ

（༗）エϜϫントϨーσΟンά
Φϧジーンζ

（༗）Φー・エス・ϐー
OSGS

Φーφーばり（ג）
Φーύσβイン（ג）
ΦΦϞリ（ג）
（༗）Φジーζ
小野༝（ג）
（༗）ΦフΟス・ϢーΧリ

ΦフΟスアクセϧ（ג）
ΦリϜϐック（ג）
Φンスタックϧ（ג）
⯵ 

（ג）
（ג）業࢈ࢁܠ

Χζマーク（ג）
Χπイν（ג）
（༗）加౻ਫ਼工
Χϋラジϟύン（ג）

（༗）Χビイ
がまかつ（ג）
（༗）Χラーζインターφγョφϧ
川せみ（ג）
（༗）Ψンクラフト
（༗）関工業
ΩサΧ（ג）
Ωβクラ（ג）
ILLER,（ג） )E"T
クリーϒラッπ（ג）
GSBZIPVOE（ג）
クϨϋ合ણ（ג）
άローϒライυ（ג）

έイテック（ג）
ήインコーϙϨーγョン（ג）
έーテー関東（ג）
ήーリーインターφγョφϧ（ג）

IOB,（ג）
έンインターφγョφϧ（ג）

थ߶（ג）
（ג）和ڵ

ΰーセン（ג）
（一社）,ONI
コώφタ（ג）
⯺ 

��（ג）
（༗）財釣۩
（༗）サスインυ
ӫ通（ג）
ᓎҪ釣（ג）۩ړ

ささめ（ג）
βップ（ג）
（༗）サχー事
サϙートエンジχアリンά フラー
サンϤーφイロン（ג）

サンライン（ג）
ジークラック（ג）
γーフロアコントローϧ（ג）
γマϊ（ג）
清水（ג）
۩ړ下田（ג）
ジϟクιン（ג）
ジϟッΧϧ（ג）

NPO 法人 ジϟύンήーϜフΟッγϡ協会
ジϟンプライζ（ג）
上भ（ג）
スーύー・ビー（ג）
TLJMMGVM

スζミエンタープライζ（ג）
スタジΦσΟーϐーアイ（ג）
スタンΩーύー（ג）
ステΟーϧϋント

スφΨ（ג）
スϙーπライフプラωッπ（ג）
スミス（ג）
࢈ڵ業（ג）

清ޫళ（ג）
θχス（ג）
θフΝーϘート（ג）
ਐ（ג）
⯿ 
第一ਫ਼工（ג）
大同（ג）
大同ੴ༉（ג）
ダイトϒク（ג）
ଠཅ࢈業（ג）

ダイϨイ（ג）
タΧ࢈業（ג）
高֊（ג）۩ث໋ٹ

タΧタ（ג）
タΧミϠ（ג）
タックϧϋス（ג）
ୡ人（ג）
谷ࢁ事（ג）
タϒリエ・コミϡχέーγョンζ（ג）

ダミΩジϟύン（ג）
ダン（ג）
ஒ
中央（ג）۩ړ

田会（ג）

ະདྷ͍ͨ͠ඒ͍͠ٿͷ
ΓͭڥϏδϣϯίϯηϓτにͮ͘ج -O7& #-6& ۀࣄ

ͨΊに ͪͨࢲ ࠓߦಈ͠·͢
2�� ɾࣾஂ ମࢀՃʢ2019�݄�1�0 ࡏݱԻॱʣ
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ᶙ参加企業一ཡ

πωミ（ג）
つりー（ג）

ݚ釣（ג）
釣りビジョン（ג）
つり人社（ג）
RT%（ג）
T�)� タックϧ
%�CL"8

ST:LE%（ג）
σΟーύース・フΝクトリー（ג）
TIC" +"P"N（ג）

テΟϜコ（ג）
テクϊス（ג）
σプス（ג）
σϡΦ（ג）
ఱཾ（ג）
トアϧιン（ג）
トΡーϜストーン（ג）
東࢈業（ג）
東Ϩ・ϞϊフΟラメント（ג）

（༗）トΦϠ
土ං（ג）
TR:"LL（ג）
%R"NC,R";:（ג）
%SFFNUP
Ⰴ 

内֎出൛社（ג）
φΧジマ（ג）
χッコー化成（ג）

NOI,E（ג）
Ⰹ 

ύーϜス（ג）
ϋイテックϘート（ג）
ϋイυアップ（༗）
バスσΟ（ג）

バスσΟジϟύン（ג）
作所۩ړ林釣（ג）
ϋϠϒサ（ג）
はりल（ג）

ϋリミπ（ג）
（༗）).,L
)"N% ."%E LURE )IRO

ビーエϜΦージϟύン（ג）
ビジϡアライζイメージ（ג）
ώットコンϙジット（ג）

ϐϡア・フΟッγンά・ジϟύン（ג）
ฌݿ通（ג）

（༗）ώロΧコーϙϨーγョン
ඐഀބ༡ړધ業協会
'IEL% B"C,
フΟッγϡ・アンυ・ϋート（ג）
'JTINBO（ג）アϨア
プエϒロ（ג）

フΥϨスト（ג）
'OLLO8
࢜工業（ג）
࢜౮（ג）ث

フジϊライン（ג）
フジϫラ（ג）
次ళୢݪ౻（ג）
ϒリーσン（ג）
ϒϧーϒϧー（ג）
フϧγロプロダクトσβイン

ϒϨイζアイ（ג）
プロζϫン

プロックス（ג）
ϕイトϒϨス
BFWFL

ϕϧϞント（ג）
ઁマリン（ג）
BPUUPNVQ（ג）
BORE"S

Ϙンバダアάア（ג）
Ⰾ 

マΨジン・マΨジン（ג）
マϧΩϢー（ג）
丸ถ事（ג）

۩ړマϧγン（ג）
."RUTE

まるふじ（ג）
NJCSP

ミϠマエ（ג）
ϜΧイフΟッγンά（ג）
名ޫ通৴社（ג）
明化学工業（ג）

（༗）メΨテック
メΨバス（ג）
メジϟークラフト（ג）

୳（ג）
Ϟーリス（ג）

もりげん（ג）
NPSJLFO TQFFE CJUF
Ⱃ 

Ϡマイ（ג）
（ג）工業ث田ిࢁ
（ג）๛テάスࢁ
（ג）本ޫ学ࢁ

Ϡマリア（ג）
Ϡリエ（ג）
ϢχνΧ（ג）

（༗）よつあみ
Ⱆ 

ラインγステϜ（ג）
（༗）ラΨνϟイφ
མՖ生

ラッΩークラフト（ג）
RBUUZUXJTUFS
ラύラ・ジϟύン（ג）
RE"LS

リΨーϨ（ג）
リコーサーバンス（ג）
リνϟーζ（ג）
リップラップ
リトϧジϟック（ג）

（༗）リトϧプϨθンπ
リプϨイ（ג）
リミット
MVSF BOHMF )"."
ϧアーγョップ アンυ
ʴ RPPNT�

ϧミΧ（ג）
R"I% +"P"N（ג）

Ϩイン（ג）
LEG".E
Ϩジットσβイン（ג）
LESS JT .ORE

（༗）ロσΦクラフト
Ⱋ 

ϫーϧυスϙーπ（ג）
8IL%'INS

作所۩ړ（ג）
和田作所（ג）
ϫトスϫクトリー（ג）

ະདྷ͍ͨ͠ඒ͍͠ٿͷ
ΓͭڥϏδϣϯίϯηϓτにͮ͘ج -O7& #-6& ۀࣄ

ͨΊに ͪͨࢲ ࠓߦಈ͠·͢
2�� ɾࣾஂ ମࢀՃʢ2019�݄�1�0 ࡏݱԻॱʣ
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ᶚ 2018 年度事業ใࠂॻ

2018年度LOVE BLUE事業収支報告書
20184 1݄͔Β20193݄31·Ͱ

（単位：円）
科　　　　目 予算額 決算額

【収入の部】
ʢ1ʣシールച্収入 
　　　　環境・美化シールൢച収入 3,300,000 5,050,206
　　　　商標༻料収入 222,600,000 228,631,130

シールച্収入等計 225,900,000 233,681,336
ʢ2ʣ環境อશྗڠ金収入ʢ会計ؒ振替ʣ 18,000,000 19,053,334
　　　　Λআ͘商品ʷ 2�10000 14,000,000 14,860,179
　　　　ʷ 2�10000 4,000,000 4,193,155

ʢ3ʣ環境ྗڠ金収入 500,000 0
環境อશྗڠ金収入等計 18,500,000 19,053,334

収入合計 244,400,000 252,734,670
【支出の部】
ᶗ  事業活動費支出
(1) ਫதਗ਼事業費支出

ਗ਼業費༻支出ʢϓϩμΠόーʣ 80,000,000 76,343,120
業ҕୗ費支出ʢ振ʣ 7,000,000 6,802,806

ਫதਗ਼事業費支出計 87,000,000 83,145,926
(2) ্ਗ਼事業費支出

্ਗ਼費༻支出 15,000,000 15,000,000
্ਗ਼事業費支出計 15,000,000 15,000,000

(3)  ์ྲྀ事業費
์ྲྀ事業費支出 40,000,000 27,770,678
業ҕୗ費支出ʢ振ʣ 20,000,000 21,269,224

์ྲྀ事業費支出計 60,000,000 49,039,902
(4) Γ֦େ事業費支出

Γ֦େ事業費支出ʢʣ 25,000,000 11,701,179
Γ֦େ事業費支出ʢ振ʣ 13,000,000 2,744,040

Γ֦େ事業費支出計 38,000,000 14,445,219
(5) ༧උ費支出

༧උ費支出計 10,000,000 0
事業費支出計 210,000,000 161,631,047
事業費比率 85.9% 64.0%
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私たちの考える「LOVE BLUE ～地球の未来を～」とは、持続
可能な釣り環境を構築するために、釣りにかかわるのすべての
人々が、共通の想いをもって発信する未来に向けた理念です。海
や川に囲まれ、水に恵まれた国、日本。日本の釣り文化は、世界
的に見ても群を抜いて高度であり、とても魅力的です。だからこ
そ私たちは、「釣りで自然を汚さない」から「釣りが自然を再生
させる一助になる」ように環境への意識をさらに高め、世界に誇
る「水辺の環境保全」を志向する社会貢献事業の実施を目指して
まいりたいと考えています。

「LOVE BLUE ～地球の未来を～」をスローガンに、まずは、「環
境保全」と「資源回復」を両軸に、「水辺をキレイに」「サカナを
増やそう」「フィールドを広げよう」を３つの優先事項とし活動
してまいります。

つり環境ビジョンコンセプトに基づく
LOVE BLUE 事業

～活動理念～

055

Ⅳ2018 年度事業報告書

(6) 運営経費支出
LOVE BLUE 人件費支出 18,473,277 20,158,862
環境・美化シール印刷費支出 350,000 345,600
旅費交通費支出 7,000,000 2,644,740
通信運搬費支出 1,200,000 658,262
資料作成費支出 2,500,000 2,406,391
宣伝費支出 15,000,000 5,290,360
租税公課支出 3,000,000 8,453,080
会議費支出 400,000 102,400
支払手数料支出 100,000 33,264
振込手数料支出 50,000 108,216
諸謝金支出 200,000 0
消耗品費支出 300,000 42,260
雑支出 100,000 607,855

運営経費支出計 48,673,277 40,851,290
事業活動費支出合計 258,673,277 202,482,337

事業費比率 105.8% 80.1%
事業活動収支差額 △ 14,273,277 50,252,333

Ⅱ   振替経費支出
振替人件費支出 2,608,034 1,410,466
その他一般管理費支出 2,198,236 2,314,089
租税公課支出 0 0
支払利息支出 0 0
F 会館維持管理費支出 190,000 106,483
修繕費支出 0 0
法人税等 0 0

振替経費支出計 4,996,270 3,831,038
【投資活動収支の部】
(1) 投資活動収入

投資活動支出計 0 0
(2) 投資活動支出
　特定預金取得　支出 475,036 594,778
　　退職給付引当預金取得支出 475,036 594,778
　固定資産取得　支出 200,000 0
　　商標権取得　支出 200,000 0

投資活動支出計 675,036 594,778
投資活動収支差額 △ 675,036 △ 594,778

当期収支差額 △ 19,944,583 45,826,517
LOVE BLUE 事業前期繰越収支差額 83,724,821 83,724,821

次期繰越収支差額 63,780,238 129,551,338
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　2015 年 に 国 連 で 採 択 さ れ た「 持 続 可 能 な 開 発 目 標
（SDGs）」は、今後の世界のビジョンを示し、経済活動を大
きく変えていく「道しるべ」となっています。
　SDGs は国連加盟 193 か国が 2016 年～ 2030 年の 15 年
間で達成するために掲げた目標です。17 の大きな目標と、
それらを達成するための具体的な 169 のターゲットで構成
されています。
　日本では、「持続可能な開発目標（SDGs）推進本部」（本
部長：内閣総理大臣）が 2016 年 5 月に設置されました。同
年 12 月には、「SDGs 実施指針」が策定され、国が民間企
業も含めたあらゆるステークホルダーの取組を後押しするこ
とが示されています。
　産業界でも SDGs を受け止めた動きが始まっています。日本経済団体連合会では、2017 年 11
月に、会員企業に向けた行動指針「企業行動憲章」に SDGs の理念を取り入れた改定を行いまし
た。改定の主なポイントは、SDGs に示されている社会的課題の解決に企業も積極的に取り組む
ことを促していることであり、会員企業が自社だけでなく多様な組織との協働を通じて、持続可
能社会の実現に向けて行動することを推奨しています。
　SDGs の目標 14 は、「海の豊かさを守ろう」です。具体的には「持続可能な開発のために海洋
･ 海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する」とされています。とりわけ海洋プラステックご
みの問題などは喫緊の課題です。
　つり環境ビジョンコンセプトに基づく LOVE BLUE 事業が進めてきた取り組みは、2018 年度
もこれまでの実績を基に、政府主催行事への参加や全国豊かな海づくり大会への参画など、積極
的な活動を展開してきました。今後は SDGs への貢献の意義も含めてますますその役割の重要性
が増していくと思われます。これからの活動に一層の期待を寄せています。

京都大学名誉教授
松下和夫

2018

SDGs（持続可能な開発目標）と LOVE BLUE 事業
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